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国境間の団結：国を超えた反人種隔離政策運動

ハーカン　ソーン

これは世界的な大局から見て戦後の社会運動の最も重要な出来事に焦点を当てたものです：　国を超えた反人種隔離政策運動。この運動は30年以上に及び、1950年代後半から1994年まで、全ての大陸に及び、冷戦時の世界的な政治改革の１つに数えることが出来ます。　しかし異論は反人種隔離政策の歴史を現代の世界政治で重要な一旦を担っていたことを解明していない　－　特に組織運動、活動、ネットワーク等の反人種隔離政策の運動は同時期に台頭してきたグローバル市民社会の新自由主義で芽生えた国際的な政治組織である世界貿易機関、国際通貨基金や世界銀行に対して遅れを取った。

グローバル市民社会とその不満：国家統制の継続？

T.オラフ　コリー

グローバル市民社会の信奉者によるとこのコンセプトは急速に広まっており、また国家統制パラダイムの再構築の要点に成りつつある。　しかし、その考えに批判する声が日増しに大きくなってきており、実際は国家統制を永続させるために市民社会のアイデアを移植し、役に立たないものと関連させグローバル化している。　この紙面はその両者の考えを評価し何の概念が国家統制の永続と再構築に関連しているかを調べた。

最初に今ある批判を3つの要素に要約した：表現の曖昧さ、“こじつけ”、そして反民主的な扱い方。　第二にこれらの批判を熟慮した結果この３つのポイントは結局は批判の失敗に戻り、またグローバル市民社会の理論家達を政府の解釈の枠組みの向こうへと押しやってしまう。　最後に見られるものは市民社会の論説は歴史から見た“市民社会”のコンセプトのみではなく、“グローバル”のコンセプトの内容をも変える事に寄与している。　

グローバル市民社会：威厳の道それとも不安定な道？

ロナルド・マンク

グローバル市民社会は世界レベルでの社会変換の発展で非常に大切なパラダイムに成りつつある。　これは世界的な民主化のための新たな倫理と見なされる。　批判家には、これは単に新自由主義者たちの社会運動の一つの気晴らしであると考えられた。　これはまた望みの無いヨーロッパ思想への推定及び思想と見なされた。　第三のオプションはここに述べていますが、グローバル市民社会は複合社会であると言う事を理解することです。　政治的に見るなら、発展的な選択は仲間間支配かグローバル市民社会の概念か、を競争させることです。

グラムッシ、指導権、及びグローバル市民社会のネットワーク

ハガイ・カッツ

この研究は最初に経験した真のグローバル市民社会が新グラムッシ理論が提唱するグローバルな管理システムの2つの相反するモデルでのテストです。　最初のモデルはグローバル市民社会は政治家のエリート達と多数の資本主義者達により推挙されたものと断定し、多数派の利害を反対を前面に押し出すことにより新自由主義の価値を分布することで促進する。　第二のモデルはグローバル市民社会の基盤は反多数派妨害と反多数派の歴史が最終的には新自由主義での多数派権に異議を唱えることになる。　この２つの意見は,10,001の国際NGOの母体である国際団体同盟のデータベースから摘出したINGOの目的をグローバル市民社会のネットワークがネットワークの検証によりどの様な構造になっているかを予想した。　結果は2つのモデルの予想は部分的には当たっていた、そして導かれた結果は現在のグローバル市民社会は過渡期にあることです、しかし現在の構造基盤を提供したグローバルINGOのネットワークは反多数派の将来の開拓過程、北部の偏見の縮小に寄与する。　

グローバル市民社会とグローバル市民権の問題

クリス・アームストロング

最近の多くの解説者は、国の市民権団体は台頭してきた多国間のグローバル市民権集団に包囲されていると言っている。　グローバル市民権の初期の現象として次の３つの要素の特徴が含まれる：グローバルの人権思想；グローバルな一般市民の責務；そして最後に“グローバル市民社会”。　この最後の要素は新しいグローバル市民権に“政治的”要素を与え、市民政治の民主化の機会を与える。　この紙面はこの考え方により綿密な評論をし、真にグローバル市民権集団が台頭してきているのか、そして、もしそうであるなら“グローバル市民社会”は政治上において自立するだけの力を要しているのか。　この紙面はグローバル市民権そのものの厄介な概念の結論を出す前にグローバル市民社会が何らかの形でグローバル市民権の政治においての形付けの可能性が有るかを検証した。

グローバル体制上の市民社会：

直面する分析、戦略、そして戦法の不一致

パトリック・ボンド

この紙面では３つの違った概念を考察した―市民社会での３つの政治的なイデオロギー、―グローバルで見た経済学と地政学。　”グローバル正義運動”、“第三国の愛国主義”、そして“その後のワシントン・コンセンサス” これら３つの展望は新自由主義の経済と新保守主義の政治が蔓延している現代の世界とは対照的である。　これらの３つは、時々集合するが殆どは次のように対立をしていることが多い；それは市民社会の組織は3つの違った政治的なイデオロギーで一致している。　3つの違う考え方はそれぞれの戦略も違い、確固とした戦略と、同盟選択の変動が起こる。　世界社会の場が与える潜在的に一体化の可能性の有るアプローチはグローバル正義運動の基礎の現実的な主題である“反コモディフィケーション”と“反グローバリゼーション”（資本の）。　しかしこれらはイデオロギーの不一致はグローバル正義運動の存在を高めることに直面する。

